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　目的　アルギン酸ナトリウムは水溶性の高分子電解質であり、捺染糊料あるいは食品添
　一加物として利用されている。地球環境に優しい生分解性高分子として、注目されている。

ここでは各種金属イオンに置換したフィルムの機械的性質及び熱的性質を測定し物性を検

討した。
　方法　N a･A 1 gフィルムを1.0％～2.0％の各種金属塩化合物に一昼夜浸漬し１～
　-３価のイオンに置換したアルギン酸フィルムを調製した。このフィルムを用いて引張試験

熱分析及び吸湿試験を行った。引張試験はオリェンテック製のテンシロンＲＴＡ一５００

を用い、熱的性質はセイコー電子工業のD S C 2 2 0を用いて測定した。また吸湿実験は

秤量瓶法により行った。
　結果　アルギン酸ゲルは、２価以上の金属イオンでN aイオンを置換すると水に不溶の
　ーフィルムとなることが分かった。このフィルムの引張試験を行った結果、同じ価数のフィ
ルムでは置換したイオンの原子量が大きくなると共に強度が増すことが分かった。また吸

湿量は原子量が高くなると共に低下することが分かった。従って強度は原子量の増加と共

に吸湿量が減少するため、高くなると考えられる。価数の異なるイオンで置換したアルギ
ン酸フィルムの強度は、1 ＜2 < 3価と価数の増加と共に高くなり、原子量よりも価数の
影響が強くみられた。さらに、吸着水のＤＳＣ測定から、不凍水は価数の増加に従って減

少し、アルギン分子間の架橋構造が密になりよりタイトな構造をとるため、強度が増加し

吸湿量は低下すると考えられた。
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大妻女大家政　○長漬由佳　西村優子　中村邦雄

　目的　カルボキシメチルセルロース（CMC)は、多価イオンで置換すると水に不溶性
　一になるが、この物性については余り明らかにされていない。本研究では各種金属イオン及

びムコ多糖の一種であるキトサンに置換したCMCフィルムを調製し、イオンの違い及び

フィルムの調製条件の違いが物性に及ぼす影響について検討した。

　方法　CMCは第一工業製薬㈱のフアインガムシリーズを用い、N a C MCの4％溶液
　-を調製してガラス板状で製膜した。これを各種の金属塩化物水溶液中にー定時間浸漬した

後、取り出し水洗、乾燥して試料とした。引張試験はオリェンテック製のテンシロンRT

Ａ－５００を、熱分析はセイコー電子工業㈱製のD S C 2 2 0 Cを用いて測定した。

　結果　N a C MCを多価イオンで置換した場合、置換時間の進行と共にガラス転移温度

　-　（Ｔｇ）は増加し、一定値に収束した。また置換温度の上昇と共に4 0°CまでT gが増加

するが、6 0°C置換ではT gは低下し、高温処理による分子の乱れを示唆した。CM Ｃフ

ィルムの強度はＡＩＣＭＣ＞ＣｕＣＭＣ＞ＮａＣＭＣの順になり、伸度は逆になった。ま

た強度は相対湿度の増加と共に滅少した。これは吸湿量の増加による水分子の可塑化効果

が増すためと考えられる。しかし、絶乾試料の応力はかなり小さくなり脆性破壊を起こし

たものと思われる。CMCフィルムの熱分析から比熱容量" （C P）はC uくN aくA 1の

順になり、T gはＡ１＞Ｃｕ＞Ｎａの順になり、キトサンＣ ＭＣの強度は分子間の広がり

のため低下することが分かった。従って、CMCの物性は分子鎖が２価及び３価イオンに

よる架橋構造形成の違いに影響されると考えられる。
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